
現在、平成 29 年度から令和８年度までの 10 か年を計画期間とする「第２次砺波市総合計画」が策定

されています。

この総合計画は、今後 10 年間で目指すべき本市の将来像とその実現のための施策を取りまとめたも

ので、まちづくりの「羅針盤」として、まちづくりを総合的かつ計画的に展開するためのものです。

現在、令和４年度から令和８年度までの後期５年間の計画について策定を進めています。

後期計画の策定に先立ち、砺波市人口ビジョン（今後の目指すべき将来の報告と人口の将来展望を示した

もの）の見直しを図る中で、砺波市の将来人口は、

① 国立社会保障・人口問題研究所の推計値が上昇したこと

② 人口実績が前期計画の人口目標を上回ること

③ 市民の希望出生率は 1.97 と高いこと

●新しい生活様式への対応

ウィズコロナ時代を見据えた新しい生活様式への対応

●ＳＤＧｓの推進

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進を踏まえた施策の展開

 ●Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０の実現

デジタル技術を活用したＤＸ（※１）によるＳｏｃｉｅｔｙ５.０の実現

（※１）デジタル化により利便性を高めてより良い生活へ変えていくこと。本市ではＤＸを推進して更なる市民サービスの向上に努めます。

Ｈ２７ 市の目標 48,732 人 ⇒ 実績 49,000 人

Ｒ ２ 市の目標 47,896 人 ⇒ 実績 48,191 人

令和８年（後期計画最終の）の目標人口

４７，０００人
前期計画の目標を引き続き維持します
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砺波創生まちづくり”となみーてぃんぐ”資料

※Ｒ2実績は国勢調査速報値

～ 庄川と散居が織りなす花と緑のまち ～

もっと元気 ほっと安心 ずっと幸せ “やっぱり砺波”

将来像



砺波市の将来像「もっと元気 ほっと安心 ずっと幸せ“やっぱり砺波”」の実現に向け、今後５か年

で特に重点的かつ優先的に実施すべき１０の施策を１０WAVE プロジェクトとして設定し、それに波

及する効果も期待し、事業の着実な進捗に努めます。

ＷＡＶＥ① つなぐ 子育て応援 プロジェクト

安心して子供を産み育てることができるよう、母子保健や子育て家庭へのサポート体制

など、妊娠・出産・子育てに対する切れ目のない支援の充実と、質の高い保育・幼児教育

の提供を推進します。

○子育て世代包括支援センター事業 ○児童発達支援事業

○不妊治療、不育症治療費助成金交付事業 ○保育施設整備事業 等

ＷＡＶＥ② 拓く 質の高い学び プロジェクト

未来を担う全ての子供たちが、互いに思いやりの心を持ちながら、のびのびとたくましく育つ教育環境を整備し、

「知」「徳」「体」のバランスのとれた質の高い教育を目指します。また、市民の誰もが、地域の歴史や文化芸術に

ふれあい学ぶことにより、地域を愛し豊かな心を育む生涯学習の充実を図ります。

○ＧＩＧＡスクール構想推進事業 ○市立学校のあり方検討事業

○ふるさと学習推進事業 ○公民館活動振興事業 等

ＷＡＶＥ③ 支える 健康づくり プロジェクト

住み慣れた地域で、生涯にわたり心身ともに健康で自分らしく暮らし続けることができるよう、地域との連携・

協働による乳幼児から高齢者までのライフステージにあった総合的な健康づくりや予防対策の充実を図るととも

に、医療・保健・介護・福祉など多職種連携を進め、地域包括ケアシステムを推進します。

○いきいき百歳体操普及事業 ○がん予防検診、肝炎ウイルス検診、風疹予防接種事業

○新型コロナワクチン予防接種事業 ○シニア元気あっぷポイント事業 等

ＷＡＶＥ④ 選ばれる となみ(１０７３)暮らし応援 プロジェクト

全国的な人口減少社会の中、県・市外に居住する若い世代を呼び込み「住みよいまち砺波」を

実感し、選び、住み続けてもらうため、移住・定住対策の充実・強化と、世代間で支え合う機能

が期待される「三世代同居・近居」の支援を拡充し、将来の人口減少の抑制を図ります。

○となみ(１０７３)暮らし応援プロジェクト

（住宅取得支援事業、家賃支援事業、結婚新生活支援事業、出産祝い事業）

○三世代同居・近居支援事業 ○定住促進空き家利活用支援事業 ○お試し移住体験事業 等

ＷＡＶＥ⑤ 魅せる 情報発信 プロジェクト

市民が住みよさを実感し、より多くの人や企業、団体などから「選ばれるまち」となるため、人と人との結びつ

きを大切にし、各種広報媒体やＳＮＳを活用した行政情報の速やかな発信と、地域の魅力を積極的に発信します。

また、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代の到来に向け、「新しい生活様式」への対応も視野にデジタル化を手段として変

革を推進（ＤＸ：デジタルトランスフォーメーション）し、行政の効率化と市民サービスの向上を図ります。

○シティプロモーション事業 ○マイナンバーカード普及促進・活用事業

○デジタルエキスパート育成事業 ○ふるさと寄附推進事業

○クラウドシステム調査・研究事業 等

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業
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ＷＡＶＥ⑥ 備える 地域防災力 プロジェクト

地域の防災基盤の整備や自主防災組織などの地域防災力の強化を図り、地域防災体制を充実します。また、国土

強靱化地域計画、地域防災計画等に基づき減災対策の充実を図るとともに、災害時に防災拠点となる市役所本庁舎

の整備に向けた、基本構想等の策定を進め、災害に強いまちづくりに取り組みます。

○地域防災体制充実事業（消防団・自主防災組織・防災士連絡協議会の強化）

○流域治水プロジェクト ○浸水対策事業 ○本庁舎整備基本構想等策定事業 等

ＷＡＶＥ⑦ 活かす 生活基盤等マネジメント プロジェクト

長寿命化計画や国土強靭化計画等に基づき、公共施設や道路・橋りょう、公園、市営住宅等の生活基盤・都市基

盤について、予防保全的な維持管理も含め、適正にマネジメントを行います。また、安全で安心な水道水の安定的

な供給や下水道による適切な汚水処理による環境保全を図るため、中長期的な視点により作成した経営戦略に基づ

き、持続可能な経営を行い、上下水道施設の整備・更新に取り組みます。

○公共施設再編事業 ○道路橋りょう維持修繕事業 ○庄川水記念公園再整備事業

○砺波チューリップ公園再整備事業 ○土地区画整理事業

○基幹配水管耐震化更新事業 ○特定環境保全公共下水道事業 等

ＷＡＶＥ⑧ 結ぶ 地域公共交通 プロジェクト

子供や高齢者等の移動に不便を抱える方にとって必要不可欠な市営バスやデマンドタクシー、民間バス、ＪＲ城

端線など、公共交通の利便性の向上を図るとともに、持続可能な公共交通体系の充実を目指します。また、観光客

の利便性を高め魅力的なまちとなるよう、２次交通の充実に取り組みます。

○デマンド型交通のエリア拡大事業 ○ＬＲＴ化等新しい交通体系調査・研究事業

○城端・氷見線活性化事業（交通ＩＣカード導入促進・増便運行）

○持続可能な市営バス等運行事業（ダイヤ・路線の最適化） 等

ＷＡＶＥ⑨ 稼ぐ 産業振興 プロジェクト

全国一の出荷量を誇るチューリップ球根やたまねぎなどの地域特産物の更なるブランド化の推進と販路拡大を

図るとともに、農業の６次産業化や農商工の連携により、収益性の高い稼ぐ農業の実現に取り組みます。また、優

れた立地条件を生かして企業誘致を推進するとともに、誰もが個々の能力に応じて就労し安定して稼ぐことができ

るよう、企業立地の推進や雇用創出に向けて取り組みます。

○チューリップ球根ネット栽培実証普及事業 ○チューリップ球根生産支援事業

○園芸作物等特産振興事業 ○地域資源活用 ○農商工連携推進支援事業

○となみブランド後継者育成支援事業 ○工業団地造成事業 等

ＷＡＶＥ⑩ 受け継ぐ 循環型社会 プロジェクト

自然と人間が共生するまちづくりのため、屋敷林や伝統的家屋などの散居景観を守り、育て、次世代へ引き継ぐ

とともに、国の「２０５０年カーボンニュートラル」の実現に向けた地球温暖化防止活動や資源の有効活用、食品

ロス削減運動を推進し、持続可能な循環型社会の構築を図ります。

○落葉専用ごみ袋導入事業 ○剪定枝戸別回収事業

○砺波市環境基本計画更新事業

○散居景観保全事業

○散居景観モデル事業

○花いっぱいパートナー制度 等

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業
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■となみ(１０７３)暮らし応援プロジェクト

首都圏始め、市外・市内に居住する若い世代から、これまで以上に「住みよいまち砺波」、「選ばれるま

ち砺波」として評価されるよう、本市を選び、居住するきっかけとして「となみ暮らし応援プロジェクト

（１０７３プロジェクト）」の取り組みを進めます。

■剪定枝戸別回収事業

屋敷林や伝統的家屋などの散居景観の保全を進めるため、屋敷林の管理で発生する剪定枝や落葉等に

ついて、散居景観保全事業と併せて剪定枝戸別回収や無料収集等、屋敷林管理の負担を軽減する事業を進

めます。また、将来的に、回収した剪定枝等のバイオマス活用（かいにょリサイクル）など、循環型社会

の構築を図ります。
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屋敷林の剪定枝等のリサイクル（かいにょリサイクル）


